
図録
書　　　名 年度 頁数 重量 厚み 定価 版形 備考

安城文化財図録追録版

平成2年

18頁 70g 250円 B5縦 完売

安城市歴史博物館常設展
示案内

平成2年

111頁 520g 0.7cm 500円 A4縦

安城市歴史博物館(見学
の手引き)

平成2年

136頁 400g 1.0cm 1,500円 B5縦 完売

開館記念特別展｢再発見
安城の文化財｣～かたち
に託すこころの世界～ 平成2年

62頁 220g 0.5cm 800円 B5縦

特別展｢明治の三大用水
～安積疏水･那須疏水･明
治用水～｣ 平成3年

72頁 250g 0.5cm 500円 B5縦 完売

郷土を学ぶ絵本1｢石川丈
山｣

平成3年

32頁 150g 0.1cm 600円 B5縦 完売

常設展示室解説書｢顔の
ﾒｯｾｰｼﾞ｣

平成3年

44頁 120g 0.3cm 100円 B5縦 完売

企画展｢三河と足利氏～
尊氏を支えたもうひとつ
の三河武士～」 平成3年

40頁 170g 0.3cm 1,000円 B5縦 完売

企画展｢土のｷｬﾝﾊﾞｽ～縄
文土器のﾃﾞｻﾞｲﾝ～」

平成4年

56頁 200g 0.5cm 500円 B5縦 完売

企画展｢筌(うけ)～川漁
と生活～」

平成4年

36頁 210g 0.4cm 800円 A4横 完売

企画展｢おもちゃの文化
史～北原照久ｺﾚｸｼｮﾝ～」

平成4年

14頁  60g 0.1cm 100円 B5縦

開館1周年記念特別展｢文
人.石川丈山の世界｣

平成4年

62頁 320g 0.7cm 1,000円 B5縦 完売

内　　　容

見学学習のために作成した常設
展示の手引き。個々の展示資料
を細かく解説している。

安城市内に所在する国・県・市の
指定する文化財等を写真・図版で
紹介する。

博物館の常設展示を写真（ｵｰﾙｶ
ﾗｰ）、イラスト等で分かりやすく解
説。

明治期に建設された安積疏水、
那須疏水、明治用水の歴史過程
を紹介する。

安城出身の文人、石川丈山の生
涯を彼が生前残した漢詩・書・工
芸を通して紹介する。

文人・石川丈山の生涯を紹介した
絵本。文は元館長神谷素光、絵
は峯村敏が担当した。

常設展示「顔のメッセージ」のコー
ナーの解説書。

足利氏が三河武士として歴史の
表舞台に登場する過程と関連する
事柄を資料として紹介する。

縄文土器の模様を縄文人の「表
現」と見ることで、彼らの心の表現
の世界にせまる。

漁撈具「筌」を通して、漁撈文化の
もつ意味を考える。市内油ヶ淵の
漁も紹介する。

今ではすっかり影をひそめたブリキ
のおもちゃのミニ写真集。

INFORMATION安城市歴史博物館刊行物のご案内
R8.2.7現在
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特別展｢聖徳太子像の造
形～真宗の聖徳太子像
～」 平成5年

64頁 300g 1,000円 A4横
(変形)

完売

企画展｢星まつり･日本の
七夕～天の川にかける夢
～」 平成5年

56頁 230g 0.5cm 800円 A4縦
(変形)

完売

企画展｢近世三河の俳諧｣
～卓池･秋挙･楳老･塞馬
～ 平成5年

55頁 220g 0.5cm 800円 B5縦 完売

企画展｢真宗の美術｣第2
回安城の文化財展

平成5年

12頁 60g 300円 B5横 完売

企画展｢日本独創の技術
ｶﾞﾗ紡｣

平成5年

48頁 200g 0.5cm 800円 B5縦 完売

第1回収蔵品展｢安城 食
の風景｣

平成6年

178頁 520g 1.6cm 800円 B5縦 第2刷
(平成7
年)
完売

企画展｢弥生の華ﾊﾟﾚｽｽﾀｲ
ﾙ土器｣

平成6年

45頁 250g 0.5cm 800円 A4縦
(変形)

完売

特別展｢家康と尾張徳川
家　徳川美術館ｺﾚｸｼｮﾝ」

平成6年

61頁 380g 0.6cm 800円 A4縦
(変形)

特別展｢蓮如上人～復興
の生涯～」

平成7年

78頁 380g 1,000円 A4縦 完売

企画展｢古代集落遺跡を
掘る～西三河のﾑﾗと都
～」 平成7年

72頁 410g 0.5cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢西洋医学事始～
治療と養生の世界～」

平成7年

55頁 250g 0.4cm 500円 A4縦

開館5周年記念企画展｢農
鍛冶の世界～村のくらし
と鉄器～」 平成7年

63頁 210g 0.5cm 900円 B5縦 完売

開館5周年記念特別展｢愛
知の中世陶器～渥美･常
滑･瀬戸～」 平成8年

79頁 350g 0.6cm 500円 A4縦 完売

トントンという音の背後には、農民と
鍛冶のくらしと歴史が見える。

愛知の中世陶器１１０点を通じてそ
の枯淡な美と歴史を紹介。作品
解説付き。

真宗中興の祖、「蓮如上人」の業
績を自筆の名号や御文、関連の
絵画・典籍で紹介する。

西三河集落遺跡の概要並びに地
方の暮らしの様子を都の暮らしと対
比して紹介する。

江戸時代の中ころ、漢方から蘭方
への移行期の医学事情を人物・
解剖図を交えて紹介。

芭蕉に連なる三河の四俳人及び
安城の都築和楽について紹介す
る。

ガラ紡の歴史と技術的特色を三
河地方との関わりを交えて紹介す
る。

方便法身尊像や名号等の絵像
本尊、名号本尊を中心とした市内
の真宗美術を紹介する。

今の世に食の話題は果てしない
が、昔を訪ねるものはまれ。安城地
方伝統の食を知る書。

パレススタイル土器の華麗な造形
美をテーマとして、その歴史的な背
景にも触れながら紹介する。

家康の「駿府御分物」をはじめ徳
川美術館の由緒ある大名道具の
数々を紹介する。

西三河地方に伝わる主要な太子
像を中心に関連する各地に伝わる
聖徳太子の木造・画像を紹介す
る。

安城の古い七夕習俗と日本の特
徴的な七夕行事などの資料を紹
介する。
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企画展｢妖怪図鑑～たそ
がれと闇にひそむもの
～」 平成8年

56頁 340g 0.6cm 1,500円 A4縦 完売

第2回収蔵品展｢掘り出さ
れた安城の歴史｣

平成8年

55頁 330g 0.6cm 400円 A4縦 完売

歌川広重生誕二百年記念
企画展｢広重の江戸名所｣
日本浮世絵博物館所蔵 平成8年

35頁 190g 0.4cm 500円 A4縦
(変形)

完売

市制45周年記念特別展｢
日本ﾃﾞﾝﾏｰｸの姿～大正･
昭和の農村振興～」 平成9年

86頁 500g 0.9cm 600円 A4縦 第2刷
(平成
17年)

企画展｢本證寺～その歴
史と美術～」

平成9年

57頁 350g 0.5cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢東海の貝塚～食
べる･祈る･葬る～」

平成9年

63頁 380g 0.6cm 1,000円 A4縦 完売

特別展｢三河万歳～伝承
された舞の形～」

平成10年

75頁 440g 0.5cm 1,000円 A4縦 第2刷
(平成
15年)
完売

企画展｢ﾗｼﾞｵとﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ
～昭和27年､安城市､ﾗｼﾞｵ
普及率日本一に輝く～」

平成10年

47頁 300g 0.4cm 300円 A4縦

企画展｢弥生の技術革新
野焼きから覆い焼きへ～
東日本を駆け抜けた土器
焼成技術～」

平成10年

55頁 340g 0.5cm 1,100円 A4縦 完売

特別展｢東海の木喰仏～
二百年の微笑の魅力～」

平成11年

80頁 480g 0.7cm 800円 A4縦
(変形)

企画展｢幽霊学入門｣

平成11年

60頁 380g 0.5cm 1,200円 A4縦
(変形)

完売

企画展｢三河土人形｣

平成11年

47頁 300g 0.5cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢写された幕末･明
治｣

平成11年

15頁 62g 0.1cm 100円 A4縦 完売

その躍動する姿を紹介。聞き取り調
査やその盛衰過程をまとめた「覚え
書き」も収録。

古写真収集家として著名な石黒
敬章氏の古写真から優秀作品を
選んで紹介する。

弥生時代には大陸から土器の焼
成技術等も伝わってきた。野焼きと
覆い焼きの違いを紹介する。

木喰は６１歳から９３歳まで千体を
こえる仏像を残した。寛政１１年～１
２年の三河・遠江・駿河の完成期
木喰仏を紹介する。

江戸時代から明治時代の幽霊像
とその変遷を版本・錦絵・肉筆の３
種類の幽霊画から紹介する。

闇に対する潜在的な恐怖から生
み出された妖怪の姿の変遷を錦
絵・版本・絵巻物で紹介する。

市内出土の考古資料から明らか
になった安城の歴史を９つの視点
から解説する。

雨、月、雪、そして夕夜景。日本人
の自然観を版画で表現した広重の
名品３２点を収録。

日本デンマークと呼ばれたころの農
業先進地としての碧海郡の様子を
紹介する。

本證寺の重文の絵伝を含む５９点
の寺宝を写真と解説で紹介する。

貝塚という「墓」から明らかになった
縄文人の姿、堀内貝塚出土の再
葬墓も掲載する。

万歳の画や古写真の他「江戸川
柳」から万歳を読む。「三河万歳の
足跡」と解説を納める。

昭和２７年安城市のラジオ普及率
が日本一位。市の農村文化の先
進性を示すこととして紹介する。
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企画展｢安城の絵馬｣

平成12年

56頁 340g 0.5cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢江戸時代の測量
術｣

平成12年

71頁 420g 0.7cm 1,100円 A4縦 完売

開館10周年記念特別展｢
弥生の絵画 倭人の顔～
描かれた2000年前の世界
～」

平成12年

125頁 670g 0.9cm 800円 A4縦
(変形)

企画展｢旅のあこがれ 浮
世絵 東海道｣

平成13年

71頁 380g 0.7cm 600円 A4縦 完売

企画展｢京都誓願寺と三
河の念仏宗｣

平成13年

79頁 390g 0.7cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢東海の凧 桜井の
凧｣

平成13年

63頁 320g 0.5cm 500円 A4縦 第3刷
(平成
17年)

市制50周年記念特別展｢ｱ
ﾝｼﾞｮﾊﾝｼﾞｮ安城展～安城
市のあゆみ～」 平成14年

22頁 100g 0.1cm 100円 A4縦 完売

企画展｢再現!からくり人
形｣

平成14年

22頁 130g 0.2cm 200円 A4縦

特別展｢ものがたり 善光
寺如来絵伝｣

平成14年

128頁 580g 1.0cm 700円 A4縦 完売

安城七夕まつり第50回記
念特別展｢日本の三大七
夕｣七夕額飾りの世界

平成15年

75頁 360g 0.5cm 400円 A4縦

企画展｢よみがえる上宮
寺の宝物｣

平成15年

72頁 360g 0.5cm 700円 A4縦 完売

埋蔵文化財ｾﾝﾀｰｵｰﾌﾟﾝ記
念企画展｢縄文･弥生の遺
産｣

平成15年

88頁 410g 0.7cm 1,000円 A4縦 完売吉野ヶ里遺跡や三内丸山遺跡な
ど著名な縄文・弥生時代の７遺跡
に加え、西三河を代表する複合遺
跡・鹿乗川流域遺跡群を総合的
に紹介。

『凧銀座』と呼ばれる東海地方の
凧と凧文化を紹介する。インタ
ビューと東海地方の「凧文化を考
える」を収録。

昭和２７年５月の市制施行から現
在まで、安城市５０年の歩みを写
真などで紹介する。

東海地方に多く見られる「山車から
くり」１０組と「機巧図彙」にみられる
「座敷からくり」を紹介。平成１４年
に安城市尾崎町で発見された「額
祭り」のからくり人形も掲載。

信州善光寺の縁起を描く善光寺
如来絵伝と関連資料を掲載。出
品作品のほか２例も加え、中世善
光寺如来絵伝を網羅。

日本三大七夕といわれる仙台・平
塚・安城の七夕を紹介するととも
に、安城地方の伝統的な七夕飾
り「額」を明らかにする。

昭和６３年の火災で大きな被害を
受けた後、順次修復が進められる
上宮寺の文化財を紹介。

絵馬の歴史をたどるとともに安城市
内の神社に奉納された絵馬の中
で特に江戸・明治時代のものを中
心に紹介する。

江戸時代の測量技術について、
在来のものから伊能忠敬までの方
法を紹介する。

本館所蔵の人面文土器を中心に
絵画・記号土器・絵画銅鐸計、１
７０点を収録。

東海道宿駅設置４００年を記念し
て東海道について描かれた浮世
絵をテーマ別に紹介する。

三河を拠点とし、京都誓願寺を本
山とする浄土宗西山深草派の寺
院に伝わる文化財を紹介する。
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七夕之本地絵巻｢たなば
たのほんじ｣

平成16年

95頁 460g 0.6cm 1,000円 A4横 完売

特別展 ｢北欧ﾃﾞﾝﾏｰｸの輝
き｣～王室銀製品と友好
都市ｺﾘﾝｸﾞのｺﾚｸｼｮﾝ～

平成16年

137頁 610g 0.8cm 500円 A4縦

企画展｢安城と新美南吉｣

平成17年

79頁 390g 0.5cm 500円 A4縦 完売

愛知県埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ共
同企画展｢畏きものたち｣
～東海地方のまじないと
文化～

平成17年

102頁 460g 0.6cm 500円 A4縦

企画展｢山崎文庫｣～日本
ﾃﾞﾝﾏｰｸをきずいた山崎延
吉の遺品～

平成18年

64頁 321g 0.5cm 1,000円 A4縦

企画展｢三河地震｣～直下
型地震の恐怖～

平成18年

112頁 511g 0.7cm 1,000円 A4縦 完売

特別展石川丈山のこころ
｢煎茶の世界｣

平成18年

88頁 416g 0.5cm 1,000円 A4縦 完売

企画展｢くらしを変えた
電化製品｣

平成18年

46頁 240g 0.4cm 500円 A4縦

企画展｢模写｣

平成19年

47頁 258g 0.4cm 500円 A4縦

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ｽﾎﾟｯﾄ｢つくられ
た猫･描かれた猫｣

平成19年

14頁 66g 0.1cm 無料 A4縦 完売

市制55周年記念特別展｢
『安城方式』と呼ばれた
ほ場整備｣～安城の農業
発展を支えた人びと～ 平成19年

175頁 660g 1.2cm 1,000円 A4縦 第2刷
(平成
19年)

終戦の年の１月１３日、西三河南
部地方を襲い大きな被害を出した
にもかかわらず、戦時下の情報統
制のためあまり報道されなかった三
河地震。貴重な写真や記録、被
害者の証言などを収録。

かつて煎茶の「元祖」といわれた安
城出身の石川丈山。煎茶の歴史
や名品をたどりながら、丈山と煎茶
の接点を探ります。

昭和３０年代までの古い電化製品
を、それ以前の道具とを比較しなが
ら紹介。かつて安城市がラジオ普
及率日本一になったことと合わせ
て、電化製品の普及を考えます。

高松塚古墳壁画や源頼朝像な
ど、国宝級絵画の模写作品を紹
介。館蔵の阿弥陀三尊来迎図を
例に、模写作品の過程も収録。

江戸時代に流行した化け猫の浮
世絵や福を呼ぶ招き猫など、愛知
県ゆかりのネコを中心に紹介しま
す。

農業の近代化にかかせないほ場
整備。安城で行われたほ場整備
は、道路や工場用地の計画もまき
こんだ先進的なものとして全国的に
注目されました。その工夫と実践を
紹介します。

御伽草子『七夕之本地』絵巻（本
館蔵）の全編をカラー図版で紹
介、物語のあらすじも収録。

コリング市からの、伝統の銀製品
や絵画、工芸品を展示。コリングの
歴史や「日本デンマーク」の由来
についての論考も収録。

亡くなる直前までの５年間、教員と
して安城高等女学校へ通った童
話作家新美南吉と安城の関わりを
紹介します。

愛知県埋蔵文化財センター共同
企画展。県内各地で出土した占
いや呪術につかわれた道具を紹
介。

愛知県農林学校（現愛知県立安
城農林高等学校）の初代校長とし
て安城へ赴任した山崎延吉を記
念する山崎文庫を紹介。後には、
都市の発展に負けない農村建設
やそれを支える農民養成を主張し
て全国をまわった山崎延吉の人柄
をうかがう。
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図録
書　　　名 年度 頁数 重量 厚み 定価 版形 備考内　　　容

企画展｢漂着ﾓﾉがたり｣

平成20年

72頁 240g 0.5cm 700円 A4横
(変形)

企画展｢三河の古墳｣～安
城の古墳時代を探る～

平成20年

88頁 420g 0.6cm 800円 A4縦 第2刷
(平成
20年)
完売

特別展｢江戸っ子が見た
三河万歳｣

平成20年

87頁 415g 0.5cm 800円 A4縦

企画展｢徳川家康の源流
安城松平一族｣

平成21年

152頁 680g 0.9cm 1,000円 A4縦 完売

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ｽﾎﾟｯﾄ｢私の好き
な逸品収蔵名品展｣

平成21年

15頁 65g 0.1cm 100円 A4縦

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ｽﾎﾟｯﾄ｢村絵図Ⅰ
～安城北部の村々～｣

平成22年

16頁 65g 0.1cm 100円 A4縦

企画展｢風まかせ東海道
中｣-江戸時代の旅人と街
道-

平成22年

87頁 412g 0.6cm 800円 A4縦

企画展｢戦争のなかに生
きる｣

平成16年

123頁 560g 0.9cm 1,200円 A4縦 第2刷
(平成
22年)
完売

特別展「安城御影」

平成22年

80頁 392g 0.6cm 800円 A4縦 完売

戦争に関する資料を一般市民の
視点で展示、解説。安城市東端
町一帯にあった、明治航空基地と
第２１０海軍航空隊も取りあげる。
市民１３人の戦争についてのインタ
ビューも収録。

かつて安城に伝来した親鸞の寿
像「安城御影」について、その原本
と模写本などを紹介、描かれた背
景や後世に与えた影響をたどりま
す。

海岸や河原に流れ着くさまざまな
モノを、伊良湖の椰子の実、矢作
川、日本海に分けて紹介。それぞ
れの漂着物から人々のくらしや歴
史を読み解きます。

古墳時代は大きな墳丘に多量の
副葬品を納めた古墳がつくられた
時代です。東西三河の古墳の流
れを読み取り、近年の調査蓄積が
ある安城の古墳、そして古墳時代
を紹介します。土生田純之氏ほか
４名の論稿も収録しています。

絵画や古文書をとおして江戸で活
躍した三河万歳の姿を紹介しま
す。

徳川家康を輩出することとなる安
城松平一族ゆかりの資料を通し
て、安城城（安祥城）を中心とした
安城市域、さらに三河戦国期を探
る一冊。　村岡幹生氏（中京大
学）・久保田昌希氏（駒澤大学）を
はじめとする戦国期研究の第一線
の方々の論考も必見です。

開館20周年記念プレ展覧会とし
て、安城市民をはじめとする皆様に
よる人気投票で選ばれた本館収
蔵（寄託資料を含む）の名品を紹
介。皆様のおすすめコメントや研究
者・本館職員の解説から安城市
の指定文化財や隠れた逸品を知
る機会となる、お手ごろな一冊で
す。

江戸時代、東海道が走り、碧海
台地上の水の乏しい地域であった
市内北部の村々の絵図類を収録
しています。その他に東海道図や
古文書なども含め、約30点を掲載
しています。

江戸時代に描かれた絵画や道中
日記から、当時の旅や東海道の
名物を紹介。また、安城市域を中
心に、道沿いの人々の暮らしや役
割を伝える資料を多数掲載してい
ます。
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図録
書　　　名 年度 頁数 重量 厚み 定価 版形 備考内　　　容

開館20周年記念特別展
「描かれた農四季耕作
図」

平成23年

141頁 647g 0.9cm 1000円 A4縦

ミュージアム・スポット
「収蔵品展百年前の絵は
がき」

平成23年

16頁 65g 0.2cm 100円 A4縦

企画展「汽笛一聲・安城
駅120年」

平成23年

87頁 436g 0.9cm 1000円 A4縦 完売

企画展「戦時下にできた
明治航空基地　」

平成23年

85頁 432g 0.8cm 800円 A4縦 完売

ミュージアム・スポット
「村絵図Ⅱ」　～江戸時
代の油ヶ淵と周辺の村々
～

平成23年

15頁 68g 0.1cm 100円 A4縦

特別展　「安城ゆかりの
大名　藤井松平家」

平成23年

90頁 425g 0.7cm 1000円 A4縦 平成24
年第2
刷

ミュージアム・スポット
「村絵図Ⅲ」　～安城が
原と碧海台地に展開した
村々～ 平成24年

16頁 66g 0.1cm 100円 A4縦

市制60周年記念特別展
「からくり人形の世界
‐その歴史とメカニズム
-」

平成24年

87頁 422g 0.6cm 800円 A4縦

中国から伝えられた四季耕作図の
日本における変遷が辿れる数々の
作品を掲載するとともに、浮世絵や
工芸品への拡がりをあわせて紹介
しています。

安城市中央に位置する安城が原
を中心に、江戸時代の原地開発
と村々の争い、碧海台地に開発
の場を求めた村々の絵図を集め、
紹介します。

市内の旧家から発見された江戸
時代末頃製作された文字書きから
くり人形を中心に、現存する2体の
文字書きからくり人形や関連資料
を展示。からくり人形の歴史、メカ
ニズム、からくりの文化史等につい
て解説。

徳川家康の先祖である松平家は
三河の各地に分家を出して勢力を
拡大しました。その一つが安城松
平家から分かれて藤井を本拠とし
た藤井松平家です。　上山や上
田の藤井松平家ゆかりの甲冑や
古文書などをとりあげ、その歴史を
紹介します。

明治航空基地は、太平洋戦争中
に現在の東端・根崎・和泉町にで
きた海軍の飛行場です。平成２１
年度に残存施設の１つである非常
用発電所の調査を行なったところ、
内部は良好に残っていることが明ら
かになりました。この調査成果も含
めて紹介します。

油ヶ淵の変遷がわかる絵図、また
市内南部の村だけでなく、碧南、
高浜、西尾の油ヶ淵周辺にあった
村の絵図など紹介します。村絵図
Ⅰに続きお手ごろな一冊です。

平成２１年度に榎前町の斎藤家
から膨大な歴史資料が寄贈され
ました。今までに収蔵された資料の
中にあるものを含め、絵はがきは約
１万点の収蔵となりました。今に通
じるモダンなデザインや当時の世相
や雰囲気を楽しんでいただけるお
手ごろな一冊です。

明治２４年(１８９１)全線開通したば
かりの東海道線に、始めはなかっ
た停車駅が新設されました。現在
の安城駅です。この地域の発展
は、この駅なくしてはありえませんでし
た。開業から１２０年、安城駅など
市域と鉄道の関係を紹介します。
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書　　　名 年度 頁数 重量 厚み 定価 版形 備考内　　　容

ミュージアムスポット
市制60周年写真展
「かわる安城・60年の軌
跡」

平成24年

20頁 66g 0.1cm 200円 A4縦

「安城の新美南吉」

平成24年

167頁 614g 0.9cm 800円 A4縦

市制60周年記念企画展
「桜井町の棒の手・馬の
塔」

平成24年

83頁 402g 0.5cm 700円 A4縦

新美南吉生誕百年記念事
業特別展　「南吉が安城
にいた頃」

平成25年

76頁 364g 0.5cm 800円 A4縦 完売

朗読詩集　「安城で紡が
れた南吉の詩」

平成25年

28頁 115g 0.3cm 500円 A4横
(変形)

令和5
年再販

企画展　「千客万来　安
城を彩った広告」

平成25年

15頁 54g 0.2cm 100円 A4縦

安城市の市制移行の際の論議を
はじめ、「田園都市」誕生の背景に
ついて紹介。

平成25年は、「おぢいさんのランプ」
や「花のき村と盗人たち」などで知
られる、日本を代表する児童文学
作家のひとり新美南吉の生誕100
年の年です。安城高等女学校の
教え子をはじめとする関係者のみな
さんが所蔵している写真や葉書、
安城高等学校で保存され安城市
歴史博物館へ寄贈された高等女
学校の書類や画帖など、作品か
らの印象とは違った南吉の一面を
知ることができる貴重な資料が集
められています。

安城市桜井町に伝わる「棒の手」
は、愛知県の無形民俗文化財に
も指定された貴重な民俗芸能のひ
とつです。かつて、愛知県下の祭
礼で広く行われていた「棒の手」と
「馬の塔（飾馬）」を桜井神社に伝
えられたものを中心に紹介します。

代表作「ごんぎつね」で有名な童
話作家新美南吉（本名＝正八）
は、大正二年愛知県知多郡半田
町に生まれました。今年は生誕百
年にあたります。時代背景をとりあ
げる「南吉がいた頃の安城」、教え
子たちとの交流をひもとく「教師とし
ての南吉」、安城で書かれた作品
と南吉をたどる「南吉作品と安城」
の三つの視点から教師であり作家
であった南吉の姿に迫ります。

中学二年から創作を始めた南吉
の詩は、「校定新美南吉全集第
八巻」に二七五篇収められていま
す。その中から安城時代の二三篇
を選んで、この詩集を編みました。

今も昔もコマーシャル（宣伝）は私
たちの身の回りにあふれ、時代を反
映しています。看板、ポスター、チ
ラシ、絵はがき、扇子や手ぬぐい、
今ではほとんど見られなくなってし
まったマッチ等々、できるものなら何
にでも店名や商標を入れ宣伝して
いました。今回の企画展では多くの
市民の方々から当館に寄贈された
広告や、それに関連する資料を展
示し、往時の安城の町のイメージを
再現しました。
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特別展　「三州に一揆お
こりもうす-三河一向一
揆450年-」

平成25年

74頁 360g 0.5cm 700円 A4縦 完売今年は三河一向一揆から450年に
なります。三河一向一揆は、桶狭
間の合戦後家康が三河国統一を
進めていくうえで最初にぶつかった
難問です。江戸時代には神君家
康公に対する反逆として語られたこ
の一揆も、近年の研究では複雑な
性格を持つことが次第に明らかに
されています。今回は関連の資料
を紹介し、謎に包まれた三河一向
一揆の実像に迫ります。
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特別展　「大交流時代-
鹿乗川流域遺跡群と古墳
出現前夜の土器交流-」

平成25年

120頁 545g 0.8cm 1000円 A4縦 完売

特別展「安城ゆかりの大
名　時代を駆け抜けた武
将　加藤嘉明」

平成26年

83頁 405ｇ 0.7cm 800円 A4縦 完売

特別展「龍燈の湖　油ヶ
淵の過去・現在・そして
未来へ」

平成26年

73頁 406ｇ 0.5cm 700円 A4縦

企画展「アッパレ！宮大
工　安城の社寺建築を知
る」

平成26年

48頁 270ｇ 0.3cm 500円 A4縦 完売

国史跡指定記念特別展
「三河真宗の名刹　本證
寺」

平成27年

86頁 420ｇ 0.6cm 600円 A4縦 完売

企画展 「わたしの見た
戦争-戦時下の子どもた
ち-」

平成27年

8頁 26ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

弥生時代終末期から古墳時代前
期は大和を中心とした国家成立前
夜にあたり、列島規模で人、物、
情報が行き交いました。今回の特
別展では全国的な土器交流の実
態とともに拠点集落と関連がある
墳丘墓・古墳を紹介し、鹿乗川流
域遺跡群の新たな姿を提示しま
す。

名城として知られる松山城を築城
し、後に会津四〇万石の大名と
なった加藤嘉明。本展では嘉明の
生涯と嘉明の子明成以降の加藤
家について、特に賤ヶ岳の戦い以
後の水軍の将としての嘉明の活躍
を、秀吉の朝鮮出兵などに焦点を
あてて紹介します。

愛知県唯一天然湖沼といわれて
いる油ヶ淵。かつては内海でした
が、江戸時代初期、矢作新川の
開削でもたらされた土砂により洲が
形成され海と隔てられました。今回
の展示では、油ヶ淵の成り立ちから
現在の水質汚染等に関する取り
組みについて紹介しています。

安城市教育委員会で進めてきた
市内の社寺建築の調査で、上棟
式の年月日や関わった大工棟梁
などの名前を記した棟札や、瓦に
ヘラ書きされた年号や瓦職人の名
前など、多くの発見がありました。
今回はこれらの建築部材・絵図・
古写真のほか大工道具や継手の
模型などを紹介します。身近に残
る古い建物の素晴らしさ、それを
作った大工の技の素晴らしさを感じ
てみてください。

三河一向一揆の舞台として知られ
る本證寺。安城市教育委員会に
よる文化財調査の結果、その歴史
的価値が非常に高いことが明らか
になり、平成26年度に「本證寺境
内」として国史跡に指定されまし
た。戦国～江戸時代の境内の様
子を示す堀・土塁や建物群などの
調査成果とともに、創建期から伝
わる聖徳太子絵伝などの法宝物
を紹介します。

昭和5年の安城の人々の戦時中
の暮らしと戦争への関わりを紹介す
る。
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特別展「台地を拓く都築
弥厚の夢」

平成27年

109頁 502ｇ 0.7cm 600円 A4縦 完売

企画展 「時代を彩った
美女たち」

平成27年

8頁 32ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

企画展 「安城の文化財
-モノ語り名品展Ⅲ-」

平成28年

8頁 32ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

企画展 「そうだ！旅に
出よう　-収蔵資料から
見る昔の旅行-」

平成28年

8頁 28ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

聖徳太子絵伝模写完成記
念特別展 「まねる　う
つす　つたえる　-信じ
る心をつたえる美-」

平成28年

84頁 481ｇ 0.7cm 800円 A4縦

特別展　「安城ゆかりの
大名　家康の名参謀本多
正信」

平成28年

84頁 411ｇ 0.6cm 1000円 A4縦 初版第
2刷

本多正信には、その出生地を小川
(安城市小川町)とする説があり、
三河一向一揆の際には弟政重と
共に一揆側について戦ったほか、
その後の三河真宗寺院の復帰に
際しては本證寺と交わした文書も
伝えられています。本書では、没後
400年を迎え、優れた行政手腕で
初期の江戸幕府を支えた本多正
信と併せて、弟正重や息子の正
純・政重の動向も紹介します。

安城市野寺町の本證寺につたわ
る聖徳太子絵伝は全１０幅にわた
り聖徳太子の生涯を描いた大型の
掛軸で、質・量ともに中世に制作さ
れた太子絵伝の中でも優れたもの
のひとつです。安城市教育委員
会はこの太子絵伝の模写を愛知
県立芸術大学に依頼し５年かけて
制作しました。今回、模写完成記
念として「まねる」「うつす」で受け継
がれてきたさまざまな仏教美術や
人々の信仰について紹介します。

安城市では、安城の歴史・文化な
どを考える上で貴重な資料を文化
財として指定しており、国・県指定を
含めて222件の指定文化財があ
り、今回で市内の指定文化財をす
べて紹介するシリーズの3回目で
す。

市民から寄贈された資料の中か
ら、井戸時代の旅や近代の旅
行、そして鉄道道路網が整った昭
和の旅に関係する資料をそのテー
マにあわせて紹介します。

明治用水のさきがけとなる用水計
画を立てた人物として知られる都築
弥厚は、酒造業や米の売買、新
田経営などに才能を発揮した商人
であり、また俳諧などにも名を残す
文化人でもありました。
平成27年は都築弥厚の生誕250
年にあたります。本書では、残され
た歴史資料などから弥厚の事跡を
あらためて検証し、これまで形作け
られた弥厚像に加え、商人としての
弥厚、文化人としての弥厚など多
面的に弥厚の姿に迫ります。

収蔵品の中から錦絵ほか、絵葉
書やポスター・雑誌の表紙など、
各時代を彩った女性たちの姿を紹
介します。
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企画展 「安城の文化財
-モノ語り名品展Ⅳ-」

平成29年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展 「陰陽師 安倍晴
明」

平成29年

78頁 379ｇ 0.5cm 1200円 Ａ4縦 完売

文字書きからくり人形調
査報告書

平成29年

95頁 446ｇ 0.7cm 2500円 A4縦

企画展「一汁三菜-江戸
から昭和の食文化-

平成30年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 Ａ4縦 完売

企画展「安城の文化財-
モノ語り名品展Ⅴ-」

平成30年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展　「安城ゆかりの
大名　家康を支えた三河
石川一族」

平成30年

88頁 413ｇ 0.6cm 1400円 A4縦 完売

安城市内には、国・県・市の指定
文化財が222件もあります。歴史や
文化を知る上での資料の紹介の
目的で、「安城の文化財-モノ語り
名品展-」と題する展覧会を5回シ
リーズで企画し、今回は4回目にあ
たります。

安城ゆかりの三河万歳は、江戸時
代、陰陽道を統括する土御門家
の支配下に入ります。土御門家は
平安時代に活躍した陰陽師安倍
晴明の嫡流です。晴明は、映画や
マンガなどでは強力な術師として
登場しますが、実際には陰陽寮の
役人として朝廷や天皇のために、
怪異現象のト占、行事の日時・方
角の選定などを行っていました。本
書では、晴明の実像と稀代の術
師としてのイメージ像に迫ります。

明治・大正・昭和にかけての収蔵
品資料を中心に当時安城市の人
達が作り、あるいは購入した食べ物
や食事、人の集まる時に食べたご
ちそうなど紹介していきます。

安城市には、安城の歴史上・学術
上・芸術上において高い価値を有
する資料があり、国や県、市がそれ
ぞれ指定した文化財があわせて
227件あります（平成30年2月末現
在）。安城市内の指定文化財を紹
介する「安城の文化財展」も、平
成25年度から始まり今回で最終回
となります。

戦国期、石川一族は真宗門徒の
多い西三河の各地に一族を輩出
しました。一族の惣領家は、小川
（市内小川町）に居た石川家でし
た。石川一族の中で特に活躍した
のは、家康に仕えた石川数正と石
川家成です。数正は忠成の孫に
あたり家成は忠成の子で、数正の
叔父にあたります。本書では三河
一向一揆や数正、家成周辺の史
料を中心に、三河石川一族に関
連する史料などを広く紹介します。

平成21年、安城市古井町内の旧
家から1体の人形が発見されまし
た。この人形は、その後の調査に
よって、江戸時代末期に製作され
た文字を書くからくり人形であること
が判明しました。既に動かなくなっ
ていましたが、自動で文字を書く座
敷からくり人形としては日本で2例
目、さらに2文字を一度に書く文字
書きからくり人形としては現在のとこ
ろ唯一の資料であることが判明しま
した。この貴重な文化財を後世に
残すだけでなく、これらの成果を公
開することによって、広く活用が図ら
れるよう、報告書を刊行することとい
たしました。
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特別展　「幕府崩壊‐幕
末維新を生きた地方の証
言者たち‐」

平成30年

87頁 409ｇ 0.6cm 1400円 A4縦 完売

企画展 「江戸の愉しみ
-安城の相撲・芝居-」

平成31年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

企画展「安城の今昔1
火消しまいる-消防の歴
史と道具-」

平成31年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「1964-東京五輪
がもたらしたもの-」

令和元年

66頁 330ｇ 0.5cm 1400円 A4縦

企画展「安城の今昔2
こよみとくらし-冬暖夏
涼・季節道具-」 令和2年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

終戦75周年記念特別展
「戦争に行くというこ
と」

令和2年

81頁 387ｇ 0.5cm 1400円 A4縦

安城市域には二人の人物の記録
が伝わっています。一人は幕府歩
兵隊として水戸天狗党の乱追討、
第二次長州征伐に従軍した安城
村の農民柳助。もう一人は天狗党
の乱をきっかけに水戸を追われた
後、福島藩に登用され、維新後藩
の転封とともに三河に移り住み、里
村（市内里町）で私塾を開いた水
戸出身の漢学者石川部平です。
本書では幕末維新の激動の時代
に生きた二人の記録を中心に、幕
末維新の世相や地域の混乱、幕
府歩兵隊の動向などについて紹
介します。

江戸時代、相撲と芝居は人々に
とって、大きな娯楽でした。本書で
は、江戸時代から明治期にかけ
て、安城市域の村々で行われた
相撲・芝居に関する資料を紹介し
ます。

「安城の今昔」と題し、数回に分け
て民具展示の企画展を開催するこ
ととなりました。今回の企画展はそ
の第一回目として、「消防」に関わ
る展示をします。本書では、消防道
具や歴史資料を通して地域の消
防団が住民の生命と財産を守るた
めに奮闘した様子を紹介します。

敗戦を契機に復興を遂げた日本
は、その後立て続けに起こった神武
景気や岩戸景気といった好景気
により高度経済成長期に入りまし
た。そのような中で念願の東京オリ
ンピック招致が決まると、昭和39年
（1964）の開催に向け、東海道新
幹線や高速道路網などの交通イ
ンフラ整備も急ピッチで進みまし
た。本書では東京オリンピック開催
の「1964年」の一端にかかわる資
料を紹介します。

「安城の今昔」と題した企画展第2
回目として、昭和30年頃までの生
活を再現し、季節に合わせた様々
な生活道具を中心に本書では紹
介します。

初めての対外戦争である日清戦
争からは今年125年、昭和20年の
第二次世界大戦終戦からは75年
が過ぎ、兵士として戦争を経験した
人々の多くが亡くなっています。本
書では、寄贈された数多くの遺品、
資料を通して、兵士たちが経験した
「戦争に行く」とはどういうものだった
のか、彼らが過ごした「戦場」とはど
のようなものだったのかを紹介しま
す。
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終戦75周年記念企画展
「描かれた戦争-警察官
が見た戦中戦後の愛知-
」

令和2年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

開館30周年記念特別展
「家康と松平一族」

令和3年

157頁 703ｇ 1cm 1600円 A4縦

企画展「安城の今昔3
お米のモノがたり -知恵
と工夫のむかしの道具-
」

令和3年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「美vid Ukiyo-e!
美人画浮世絵展」

令和3年

81頁 394ｇ 0.6cm 1400円 A4縦

特別展「加賀本多家-そ
の歴史と至宝-」

令和3年

78頁 386ｇ 0.6cm 1400円 A4縦

企画展「THE　三河
MANZAI」

令和3年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「女子のたしな
み」

令和3年

88頁 411ｇ 0.6cm 1400円 A4縦

夏の終戦75周年記念特別展に引
き続いて、12月から翌年の1月にか
けて、内地の戦争の惨状などを描
いた回想画を展示します。作者は
桜井純氏。戦後直後の混乱した
様子や、戦前の暮らしぶりなども思
い出して幾つも書き留めています。
本書では桜井氏の描いた絵の中
から厳選して紹介します。

松平一族の成立から諸家の分
立、一族の発展、家康とともに数
多くの合戦で戦功をあげ、近世以
降の譜代大名として幕藩体制を支
える諸家の動向などを全国規模で
本書では紹介します。

「安城の今昔」と題した企画展第3
回目として、本館に寄贈された農
具のうち、近代のものから機械化さ
れるまでの農具を紹介します。ま
た、品種改良や藁文化を支えた道
具など、米にまつわる様々な「こと」
「もの」も紹介します。

社会的な制約が多かった江戸時
代の中で、女性たちは化粧や着
物の着こなし、ヘアスタイルなどに
工夫をこらし、楽しみながら美を追
求していました。本書では、今も変
わらないあくなき美への探求心を、
江戸の女性たちがお手本にしなが
ら楽しんだ「美人画浮世絵」を通し
て紹介します。

加賀本多家は安城市にゆかりのあ
る本多正信の子政重を初代とする
家で、政重は豊臣大名の福島正
則や加賀の前田利長、上杉景勝
などに仕え、「愛」の字の前立で有
名な直江兼続の養子にもなり、最
終的には加賀前田家に中級大名
クラスの5万石の俸禄で仕えまし
た。2代政長以降も藩で重職に就
きました。本書では、政重所用の
品や、政重に仕えた大名との関係
がわかる文書類、政長の文化に
関わる資料のほか、馬具・矢の
根・刀剣付属品などの武具類、調
度品を紹介します。

三河万歳は、安城の別所村など
に住む人々に伝えられた新春の祝
福芸です。今日まで守り伝えられ、
平成7年には西尾・幸田とともに国
の重要無形民俗文化財に指定さ
れました。これまで収集・保存してき
た三河万歳に関わる資料を余すこ
となく紹介し、三河万歳の歴史の
一端に触れていただきます。

「たしなみ」とは趣味・芸事の心得
のみならず日々のこころがけも含ま
れ、家庭や教育を通して伝達され
てきました。江戸から明治に時代が
移ると、髪型や化粧法など身だし
なみの変化だけでなく、女性は国
の求めに応じて良妻賢母となること
を求められました。本書では、近世
から近代にかけて目まぐるしく移り変
わる時代の中での女性の「たしな
み」や生活の変化について文書類
や生活道具から紹介します。
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安城市制施行70周年記念
企画展「安城太郎　満70
歳　-安城市のあゆみ-」

令和4年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

安城市制施行70周年記念
特別展「養生から健康
へ」

令和4年

88頁 409ｇ 0.6cm 1400円 A4縦

企画展「勉強っておもし
ろい?」

令和4年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「家康と一向一
揆」

令和4年

88頁 411ｇ 0.6cm 1400円 A4縦

企画展「安城の今昔4
はかり〼-暮らしのなか
のはかる道具-」

令和5年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「安城譜代1　徳
川の支柱　酒井氏　-左
衛門尉家と雅楽頭家-」

令和5年

80頁 386ｇ 0.6cm 1400円 A4縦 完売左衛門尉家は三河統一後に東三
河を任された忠次の系統で、雅楽
頭家は家康が西三河幡豆郡の吉
良を押さえた後に西尾城を任された
正親の系統です。雅楽頭家は江
戸幕府を創設した後も酒井重忠や
忠勝・忠世など大老となる人物を
輩出し、江戸時代を通して名家とし
て認められていました。本書では、
戦国期から江戸時代初期の酒井
氏に関わる資料を展示し、酒井氏
の出自や松平氏との関係、徳川
家康のもとでの活躍を紹介します。

令和4年に市制施行70周年を迎え
た安城市では、「市民一人ひとりが
生活の豊かさとともに幸せを実感
できるまち」を基本理念とし、豊かさ
と幸せを実感できる五つの要素の
うちに特に健康を軸に据えた「幸せ
つながる健幸都市安城」の実現を
目指しています。本書では、古代
から近代以降までの日本人の健
康観の変遷を、文書や浮世絵に
加え、徳川家康など著名人の健
康にまつわるエピソードを交えて紹
介します。

明治5年(1872)に学制が発布さ
れ、令和4年は近代教育制度が
確立されてから150年の記念の年
です。本書では、市域に残された
資料等を、近世後期から現代に
かけての教育に焦点を当てて紹介
します。この機会に「勉強の面白
さ」を問い直してみましょう。

永禄6年（1563）に起こった三河一
向一揆は、家康の三大危機の一
つといわれています。当時の浄土
真宗本願寺派の上宮寺（岡崎
市）などで、家康の家臣が強引に
兵糧米を集めたことが原因とされて
います。同じ頃、配下の家臣や近
隣の領主が反逆します。家臣の中
には一揆方に与した者もいました。
半年の戦いの後、家康は勝利し、
坊主衆は家康領国外に退去させ
られました。本書では、三河一向
一揆やその坊主衆・一揆方の家
臣の動向、本願寺との関係につ
いて家康の視点から紹介します。

私たちの日常は「はかる」道具であ
ふれています。何も「はかる」ことなく
1日を過ごすことは難しいのではな
いでしょうか。本書では、ものさし、
枡や秤に加えて、時計や温度計
などのいろいろなはかる道具につ
いて暮らしに照らして紹介します。

安城市は令和4年で70周年を迎え
ます。昭和27年(1952)当時の市の
人口は3万7000人程で、市の面積
は39.95㎢でした。現在では人口が
18万人を超え、面積が85.67㎢にな
りました。本書では70年間の市域の
様々な出来事を擬人化した「安城
太郎」を通して市民生活の過去か
ら現在の変遷、大きく変化した環
境や景観などを紹介します。
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特別展「安城譜代2　三
河本多一族」

令和5年

76頁 365ｇ 0.5cm 1400円 A4縦 完売

企画展「家康と三河の
城」

令和5年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

企画展「はたらく道具た
ち-職人の仕事道具」

令和6年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

特別展「国絵図の世界 -
描かれた江戸時代の三河
-」

令和6年

88頁 416ｇ 0.7cm 1300円 A4縦

特別展「地震と災難 -宝
永地震から三河地震まで
-」

令和6年

88頁 420ｇ 0.7cm 1300円 A4縦 完売

企画展「季節を祝う」

令和6年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦

企画展「日本デンマーク
と呼ばれた時代-100年前
の碧海地域と農業-」

令和7年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦 完売

徳川家康は、江戸幕府を開いた
翌年の慶長9年(1604)、諸大名に
「国絵図」と「郷帳」の提出を命じま
した。国内統治の基本である国土
の把握としての国絵図作成事業
は。これ以後、正保期、元禄期、
天保期の4回に及びました。民間
では、江戸中期以降、木版刷りの
国絵図が刊行されるようになり、多く
の人々の知的好奇心を満たしてき
ました。本書では三河国絵図を中
心に、多彩な絵図を読み解き、そ
の魅力に迫っていきます。

本多氏は安城譜代として、代々安
城松平家に仕え、一族から多くの
譜代大名や旗本家を出しました。
本多氏はさまざまな系統に分かれ
ていますが、本書ではそのうち五家
を取り上げます。徳川四天王の一
人である本多忠勝の一族(中務大
輔家)、小川(安城市小川町)で出
生したとも伝えられる本多正信の一
族はもとより、特に本書では鬼作左
と称された本多重次の作左衛門
家、家康から田原城を与えられた
豊後守家、さらに三河国伊奈を本
拠地とした伊奈本多家について焦
点を当てて紹介します。

愛知県には1300件を超える城が知
られています。城というと天守のあ
る名古屋城や岡崎城などをイメー
ジすることが多いかもしれません
が、それら城郭は江戸時代にも存
続したわずかな事例です。ほとんど
の城は中世に役割を終えたもの
で、堀や土塁で構成される「土づく
りの城」でした。本書では中世城館
に徳川家康をキーワードに加えて
紹介します。

当館収蔵品を中心に、碧海郡が
「日本デンマーク」と呼ばれた大正
から昭和初期の時代の、農業やく
らしについて紹介します。

雛人形や五月飾り、「年中行事絵
巻」等当館の収蔵品を中心に、季
節を祝う行事が現代に至るまでど
のように受け入れられ、受け継がれ
てきたのか紹介します。

三河地震が発生してから2025年1
月で80年になります。現在も地震
は日本各地で頻発しており、時代
を問わず人々は地震によって被害
を受けてきました。特に近世以降
は、残された史料により地震発生
からその後の対応を断片的に知る
ことができます。本書では、近世か
ら近代にかけての地震の発生を中
心に、人々がその災難を克服して
いく様子を紹介します。

大工や鍛冶屋、桶屋など人々のく
らしの身近にいた職人から、安城
にゆかりの深い素麵や煙火の職
人まで、さまざまな職人の仕事と道
具を紹介します。

16 / 17 ページ



図録
書　　　名 年度 頁数 重量 厚み 定価 版形 備考内　　　容

特別展「空襲に備えよ-
総力戦下の家庭防空-」

令和7年

72頁 353ｇ 0.6cm 1200円 A4縦

特別展「白山信仰と三河
三白山」

令和7年

80頁 384ｇ 0.6cm 1200円 A4縦

企画展「村中安全-江戸
時代の村と人々の営み-
」

令和7年

8頁 27ｇ 0.1cm 無料 A4縦村人たちはいかにして生きぬいてき
たのか。本書ではこれまであまり注
目されなかった江戸時代の村や、
村人の暮らしぶりを古文書や絵
図、民具を通して紹介していきま
す。

安城市内に所在する大岡白山神
社（大岡町）・白山媛神社（上条
町）・桜井神社（桜井町）の三社
は、江戸時代には総称して「三河
三白山」と呼ばれました。三社には
徳川家康や幕府より朱印地が与
えられたなどの由緒が伝えられてい
ます。三社に共通する白山信仰は
石川県・福井県・岐阜県にまたが
る白山を神体としたものです。本書
では各地に残る白山信仰の関連
史料をもとに、白山信仰と三河三
白山の由緒について紹介します。

日本は昭和17年（1942）4月18日
に初めて戦略的な本土空襲を受
け、日本が降伏するまで空襲は断
続的に続きました。市域は大規模
な空襲を受けることはありませんでし
たが、岡崎空襲の際に上条町や
安城町、小川町には焼夷弾が投
下され、明治航空基地の周囲で
は度々空襲や機銃掃射を受けまし
た。本書では、銃後の防空活動に
焦点を当て戦争が身近に迫る様
子を紹介します。
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